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粟然粛ス鰯費研究の概襲

～昭和盗O年度～

二百和国靖章

まえがき

可燃性天然ガス資源開発5ヵ年計画は通商産業省によ

って昭和36年9月29目に石油鉱業合理化計画と合わせ

て策定された.地質調査所カミ実施してきた天然ガス調

査研究はこのいわゆる第2次5ヵ年計画にいう､国に

よる探鉱基礎調査ミにほかならない.

昭和40年度は5ヵ年計画の第4年度に該当する.本

年度も計画立案の方針は従前通りで主要堆積盆地の平

野地域に対する層序試錐未探鉱地域に対する基礎的な

物理探査孝詳推定構造に対して構造と層位を確かめる

ための構造試錐を主としさらに若干の基礎的な研究を

加えて実行計画を編成した.

昭和39年度においては対象地域として秋田地区に重

点をおいたことならびに新たに新潟平野に対する

空中磁気探査を開始したことが実行計画における特色で

あった.これに対し本年度は新潟平野に地域的重点

をおきまた米国よりVar五an4938型ルビジウム磁

力計を地上定置用として輸入し空中磁気探査の充実を

図ったがさらに本年度の特色としては従来地震探査

の深部反射記録が著しく不良であった新潟平野中部の深

部地下構造を把握する目的で測定方法に水平重合法を

とり入れた地震深養反射法を行なって成果を収めたこ

とおよび佐渡海峡北口の陸棚海域において地震探

査反射法ならぴに空中磁気探査を行なっていままで全

く不明であった海底下地質構造をかなり明らかにしえた

ことをあげることカミできる.

ポンプ使用

注)予定深度は4,100mであったが約100mを鉱業

権者が追掘した

皿.構造性ガス調査研究

皿.構造試錐

8.秋国県山本郡峯沢材目名潟(沢目ST･1)

〔目的〕地震探査の結果推定される八森油田南方構造の探査と

含油･合ガス状況の調査

〔深度〕1,002.40m(予定1,000m)

〔作業〕帝肩塞井工業K･K･請負ワｰク･オｰバｰ･リグ使

用

b.秋田県由利郡仁賀保町大字馬場字冬師山(白

雪川ST-1)

〔目的〕白雪川推定ノｰズ状背斜構造の北都において深部構

造の探査層位･層相の確認およぴ合油合ガス状況の

調査

〔深度〕1,085.50m(予定1,500m)

〔作業〕利根工事K･K.請負TW･2A型試錐機使用

6.山形県寒河江市夫字谷沢字富沢(寒河江ST･1)

〔目的〕山形盆地酉縁にある小ドｰム構造の地下地質調査

〔深度〕540.60m(予定800m)

〔作業〕帝石襲井工業K･K･請負ワｰク･オｰバｰ･リグ使

用

II.2基礎物理探査

&.新潟平野深都地擾探査(角田～白根地区)

〔目的〕鎧潟を中心とする西蒲原平野(一部中蒲原)中部の深

部(深度2,000㎜以深)地質構造の概査

〔作業〕測線総延長53,290m地震探査反射法石油資源開発

K.K.請負

巽施した計画の大要

昭和40年度の当初実行予算は285,000,000円であった

カミ第一四半期末において10%の経費縮減が令達され

たため実際実施した計画は当初の内容とは多少異なっ

たが大略次に記すとおりである.

I.瑠

〔坑井名〕

〔位置〕

〔貝的〕

〔深度)

(作業)

序試錐

蒲原GS-2

新潟市嘉木宇賀須田

新潟平野中部における深部地下地質の探究

�㈰�〰�

帝国石油KX補負丁一110掘さく機とG･700

鎧潟北方上空からみた蒲原乎野

(昭和40年度の調査で最も重点を料･た地域)�



b.新潟坤海上地麗探査(寺尾～姫崎測纏)

〔目的〕新潟平野沖合で広く張り出す陸棚海域南都の海底下地

質構造の探査

〔作業〕側線長31,583m地震探査反射法肩油資源開発K･

K.請負

6.新潟平野空中磁気探査

〔目的〕前年度に引き続き新発田以南月潟村に至る間の新潟

平野の全磁力図および解析図の作成

〔作業〕渕線総延長1約2,900k㎜V6rian4914型核磁力計

使用地質調査所物理探査都実施

工[.3.地質総合調査

〔目的〕東山網曲帯および西山･中央禰曲帯の総合調査

〔作業〕主要路線渦いの層序および構造を既存資料を基とし

火砕質鍵層の追跡などの方法によって再検討した

地質調査所燃料都(新潟大学理学都参加)

■.4.その他の研究

①主としてコアを試料とし岩屑密度弾性波

速度磁気孔隙率浸透率スレスホｰル

ド圧力の測定および高圧…軸圧縮破壊試験に

基づく研究

②構造解析におけるr㏄k㎜echanicsの応用

に関する研究

③微化石による地層対比の研究

以上が昭和40年度

に実施した天然ガス

調査研究の大要であ

るカミ昭和37年度

以降同40年度にいた

る4年間の実績を総

括すると下表のごと

くになる.､

(筆者は燃料部

石油課長)

･･o細･･…o細･･

関東･秋困･山形

新潟･天然ガス

調査研究位置図
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37年度

38年度

39卒度

40年'度

(位置)埼玉県泰同部市増窟

(深度)3,103.00m

(坑井名)春日部GS-1

I.(位履)秋田県湯沢市角間宇白

!⊥1下

(深度)204.50m(角間ST-1)

1I1(位置)秋困県本荘市万願寺

(深度)602.40m(万願寺

協��

肱(位置)錆玉県大里郡花園村輯

(深度)500.78㎜(花開ST一三)

玉⑪o茗⑰⑪簿,竈⑤⑪^

I.(位置)群馬県藤1岡市森町渕11i

.(深度)｡,｡｡｡.｡｡ml

(坑井名)藤岡GS-1

･.(位置)千葉県君津郡大佐和町i

小久保

(深度)2,552.00m,

(坑井名)大佐和GS.1…

】I.(位置)新潟県西蒲原郡吉囲町

佐渡山並.(位置)秋岡県能代市下浜

(深度)3,703.10m(深度)3,514.4m

(坑井名)蒲原GS･1(坑井名)能代GS･1

I.(位置)秋囲県横手前柳田I.

(深度)60i.64m(柳田ST-1)

(深度)1,002.55皿(西八橋

皿.(位置)秋田県平鹿郡雄物川町

ST･1)

館合

(深度)452･55m(館合ST･1)皿.(位置)秋田県由利郡象潟町

瓜｡(位糧)秋田県南利郡岩城町二台(深度)1･103･47皿(南横岡

(灘)帥･･…(二台･州!ST1)

w｡(位置)教頭県由利郡矢酬1.≡

岬寧～99弓仰岬9㍗)1

新潟堺襲筆靭納渕糠い秋岡県能代浜側線

(地鰻擦査反爵燃搬,工級燃)…(地震探査反射法22.84km)

(位置)新潟県新潟市嘉木字賀≡

須田

(深度)4,207.OOm

(坑井名)蒲原GS-2

鰯茗㈱畑

(位置)誼因鰍肺新屋町割1

1肌山形県左沢～天童渕線

､(地鱗魏析法…総延長20･46㎞)1

､孤･新潟平野北部空中磁気探査

(村上～新発固地域)

腿.東京潟辺空中磁気探査

11器桁スト飛行)

236壷680,000

1.(位置)秋田県山本郡峯浜村水=

択.

(深度)1,①02.37㎜(沢層

ST･1).

皿｡(位置)秋田県由利郡仁賀保町1

馬場

(深度)1,085.50m(白雪川

ST･1),

I皿(位置)山形県寒河江町松川

1(深度)540.60㎜(寒河江'

ST･1)

1｢轟萩野～痘粛嘉'■

i(地餓査反射法31.58㎞)

ヨ皿.新潟平野深部震探(角固～白根

側線)

i(地震探査反射法53.29km)

.皿.新潟平野中部空中磁気探査

I(新発田～月潟地域)

㈵���住伀

※上調の外･新鴨地質総合特礫研究などを含んだ総予算金額台ある�



桝Φ3紳繍伽ε哨㊧繍伽竃→伽奪吟竃Φ紳命#Φ㈱命$Φ3φ暑φ紳吋紳紳喰

1秋田県沢目構造試錐

(沢目ST-1号井)

牧野登喜男

i)目的

'能代サブペｰズンについては昭和39年度地質調査所か

実施した能代層序試錐(能代GS-1号井)がありか

つ当所および鉱業権者によって広く地震探査カミ行なわれ

ている.これら結果と過去に実施された試掘井などの

資料を総合すると八森油田の背斜構造は南方にノｰズ

状背斜構造となって張出していると推定され前述の能

代GS-1号井と八森油田の地質層序をそれぞれ地域を

拡大して考察すれば層位的に大きな差を生ずる.これ

らのことは本地域の構造解釈に問題があると同時に旧

坑井資料が不正確であることに原因するものと考えられ

これら問題点を究明すると共に前述の八森背斜南方延

長部の地下地質層序･構造の確認あわせて含油･合ガ

ス状況を探究することを目的として掘削された.

ii)位置および深度

本構造試錐は八森油田南方五能線沢目駅西方の砂丘

地帯に位置(秋田県山本郡峰浜村水沢宇二子原X=一

67τ29m寸=一599.98m標高9135m)し深度1,002.

4舳既定深度手000腕)掘削された｡

李串本工事は滑石製井工業KKが請負工事と'して実施

し一使用掘削機はワｰク･オｰバｰリグで昭和40年

7月会7回開坑同年⑬月1蝸掘止めた苫

i三i)坑弗坤1箪叔㍗化弔

イ坑弗地質

○臓脳4膿褐色綱襟擢珍細粒砂

4鮎愚､醐融色綿砂

8胴的.如一綱叫磯

10･5m岬叩驚灰色砂質幻け猪

60臓ふ鎚わ鮒;帯緑豚亀砂質幻叫潜

230∵㍗､一帯驚賄㍗1舶瀦凝聯吋

3･･㎜丁呼不一帯脆哨随蹄1棚髄～

けイｰト質凝灰掛砂質疑欧潜の撚み

660節制6gδ如灰白亀ガ多昇質凝灰岩&瞭灰色泥岩互層

695m～710m

710㎜～790m

790m～810m

810m～1002.4m

暗灰色凝灰質泥岩

灰色ベントナイト質凝灰岩砂質凝灰岩

と暗灰色泥岩互層

安山岩質凝灰岩ベントナイト質凝灰岩

暗灰色泥岩の互層(凝灰岩優勢)

安山岩質集塊岩安山岩

口有孔虫化石

本構造試錐の有孔虫化石調査は石油資源開発KK秋田

鉱業所村因勇氏によって深度800mまでのコア･カッテ

ィングについて(深度800m以深は火砕質岩のため実施

せず).行なわれその結果によれば次のように分帯され

る.

20m“140mλ開閉0"αμが"0棚･刎〃"伽榊8切μ"･

㈱10S舳帯

140㎜一450m亙ゆ〃伽刎伽9加sθ/o閉刎ゴ｡s舳･Cωs肋･

〃物ノψ0〃6"帯

450m～800m〃棚α刎伽伽2c〃g02閉ゐ(〃〃ル舳")･

σ〃g〃伽0〃伽とS加〃0〃加舳"帯

なお450m^670mまで浮遊性種のαoあ〃｡〃加州刀肋

が遵産する.

以上述べた岩相層序および有孔虫化石灘集を基に他坑

井および周辺地表地質資料を検討し本構造試錐の対比

を一応次のように解釈した.

Om～4叩砂丘砂

4m～10.5m潟西層?

10.5m～60m笹岡層

60m～695㎜天徳寺層

695m川1002.4m船川層

本構造試錐掘削中948.5mで少量の油･ガス徴カ璃め

られた.

i∀)地層傾斜方位(ディップメｰタｰ解析による)

深度

662醐榊673m

69δn〕州g97n1

方位偶斜

N37o～78竈W'18㌦23曲

S33㌧74日Wユ8㌧31軸

亨)むす砂

本構造試錐によりて八森摘頭南部1牛おはる鑑胴層から

船川層蜜での層位か梱握窓れ八森油田の主要度滴層と､

なっている船川層上部の火砕質岩が本地域まで延びてい

るビ&が確認慧れた一かっ本地帯俸実臓窓ん施物理控

査軸よび旧訳鋼井な星の解釈kづレ)ての疑問も解明され

る端緒が得られたと思めれ萄串

本構造試錐結果は能代GS7五号弁1秘岡県A夜r五一

号井はじめ本地域内に行なわれた試掘弗1物理探査結果一

と共に総合検討し能代サブペｰズン北部の探鉱牢?い一一

て考察する上におおいに寄与ナるもの&思われる∴

(錯制盆石瀬綴)･�
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し予定深度に達せず中止せざるを得なかった.

2.秋国県白雪川構造試錐

(白雪川ST-1号井)

牧野登喜男

i)目的

鳥海山山麓地域はその噴出物によって広くおおわれ地

下地質推定資料が著しく乏しくその探鉱は困難をきわ

め見るべき探鉱は行なわれていない白雪川背斜は山

麓にわずかにみられる地表地質露頭によって推定され

(地表では半ドｰム構造がみられる)本背斜は北方に

近年物理探査結果により推定される由利原背斜と同一系

列と思われかつ本系列の西側には院内｡桂坂油岡～横

岡背斜系列東側は直根油田～矢島背斜系列がありそれ

ぞれ産油産ガス構造となっているしかも白雪川背斜

～由利原背斜系列は全くの処女構造である本構造試錐

は白雪川背斜北方沈降部に掘削(地理的条件による)し

地下地質層序･岩相の確認あわせて含油含ガス状況

を探究すると共に広く鳥海山噴出物におおわれた地域

一帯の石油天然ガス探査の基礎資料を得ることを目的

とした.

ii)位蟹および深度

本構造試錐は鼻海山北側白雪川上流に位置(秋田県

由利郡仁賀保町馬場字冬師山×=一9259aOY=一

68280.0標高515m)し深度1085.5m(予定深度1500

m)まで掘削した.本工事は利根工事株式会杜の請負

工事として実施し使用掘削機はTW-2A型ポンプ

はNCD-800･500型を使用昭和40年8月28回開始

同年11月30目掘止めた.なお本構造試錐は前述のよう

に予定深度1500mであったカ干掘削時10021101011024

皿付近において予期せざる著しい逸水かつ崩壊層に逢着

舳)坑井

O～100皿

ユ00一ユ20m

120～270m

270川280m

280～540r皿

540～560n1

560～610rn

610～1085.5正n

地質

灰色砂質シルト岩

砂質〃泥質凝灰岩を疎む灰色シルト岩

暗灰色シルト岩

砂質～ベントナイト質凝灰岩

砂質～ベントナイト質凝灰岩を挾む暗灰色シ

ルト岩

細～粗粒砂および暗灰色泥岩

細粒砂･凝灰措を頻繁に挾む暗灰色泥岩

暗灰}黒色泥岩

有孔虫化石群集は200m付近まではひ唯6r伽伽脇俳

㈱あ助{5切Z伽伽クωZ伽伽などを特徴種とする典

型的な上部天徳寺層の力関αを産する.また420m以

深では砂質種が数ほ少ないカミ連産するようになりかつ

650m付近でα060サη肋伽加伽切が多くみられる.

以上の坑井地質･有孔虫化石灘集からみて270～280血

付近にみられる凝灰岩を､滝ノ沢凝灰岩ミに対比し270

㎜までを上部天徳寺層に対比以深掘止めまでを一応下

部天徳寺層と考える.しかし化石灘集1岩相などから

下部天徳寺層と考えた一部は船川層に対比してもよいの

ではないかとも考えられるがこれら対比の問題につい

てはさらに総合的検討を必要とされる.

本構造試錐掘削中にみられた油徴は100～120m250

～260mでそれぞれ螢光検油器によって確認され570

～580m1003～1010mでガス徴を確認している.ま

たケｰシング(1000mまで挿入)･とコンダクタｰの聞か

ら10数m3/目のガス自噴がありこのガス産出深度は570

～580㎜と推定される.なおガス分析値は次のようで

秋囲県白雪川構造試錐掘さく現場

～谷底のせまい用地で作業が行なわれた～

左地点の掘さくに用いた利根式TW2A試錐機�
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iV)地鰯傾斜方位(テップメｰタｰ解析による)
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8｡～15｡

炉

16｡～25.
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なおコア傾斜は404mで14.1001.6～1002.85mで65｡

～80｡?が測定されている.`

これら結果から浅部立は背斜構造の北方沈降部にあた

り300㎜以深では東翼部に掘削されたものと推定され

る.また550㎜付近の傾斜の乱れおよび1000m付近

のコア傾斜ならびにコア観察(鏡肌の発達カミ著しい)か

らこれら深度に断層の存在カミ考えられる.

V)むすび

本構造試錐は上･下部天徳寺層を掘削しその岩相

層序構造について把握された.当初の予想と異なり

各地層共層厚を増しており船川層には達し得なかった.

本構造試錐の掘削深度までは全般的に泥質岩が多く貯

溜層となるべき粗粒な地層洪薯しく少ないが下部天徳

寺層下位にはさらに含油含ガス層として主要な船川･女

川層などが累重するので今後本構造試錐および周辺坑

井資料はじめ地表地質調査結果などを総合検討されね

ばならないと考える.本構造試錐によっ下白雪川背斜

の地下地質状況を知り得たことは本地区のみならず広

く鳥海山麓地域の石油･天然ガス鉱床探鉱に1指針を与

えるものと考えられる.前述のように1000m以深にお

いて予期せざる著しい逸水･崩壊層に逢着し調泥処理

･セメンチングなどによりその防止に種々対策を講じ

たのであるがその効もなく中止の止むなきに至ったの

は残念である.

艦轟錨

3.山形県寒河江構造試錐

(寒河江ST-1号井)

牧野登暮男･矢崎漕實

i)目的

本地域はいわゆる内陸油田の南方延長方向に発達す

る堆積盆地で従来数多くの地表地質調査研究結果から

炭化水素鉱床成立に関連する地層が厚く分布しかつ背

斜構造の存在が知られている.

本構造試錐は山形盆地の東･酉堆積区境付近に当り

大きな単元でのアップリフトの頂部にみられるドｰム構

造に掘削された.本ドｰム構造は地表地質調査研究お

よび物理探査によって確認されているもので本ドｰム

構造の地下地質状況を明らかにすると共に含油含ガス状

況を探究することを主目的としかつ昭39和年度当所が

実施した山形盆地地震探査屈折法(地質ニュｰス133号

参照)など物理探査の解析技術に関する基礎資料を得る

ことも目的として実施された.

ii)位綴および深度

本構造試錐は山形盆地西縁部で左沢町北東方に位置

(山形県寒河江市谷沢宇富沢標高161.13m)し深

度54α6m(予定深度800m)まで掘削された.

なお本工事は布石製井工業KKが請負工事として実施

し使用掘削機はワｰク･オｰバｰ･リグで昭和40年

6月1目開坑同年7月1日掘止めた.本構造試錐は

前述のように予定深度800mであったが412m以深全

く予期せざる安山岩質集塊岩･安山岩に逢着し予定深

度に達せず中止せざるを得なかった.

iii)筑井

0榊10m

10榊205m

20§榊343m

3鵡榊412m

組2～540.6m

地筑

表土

泥岩･凝灰質泥岩葛沢層

凝灰岩に薄い泥潜を挾む橋上層

凝灰瀞ζ泥岩を撚有間沢層

安山岩質集塊着1安山拾水沢層

なお本構造試錐掘削中363mにて微量のガス徴候を認

めた｡

至双)むすび

本構造試錐掘削により山形盆地西縁部に存在するドｰ

ム構造の地下地質状況が把握され特に本地域で主要含

油含ガス層とみられる間沢1水沢層は凝灰質および集塊

岩相となっており地表における岩相とはかなり異なっ

ていることが明らかとなった.これら構造試錐結果は

今後山形盆地西縁部のみならず盆地内を探鉱する上に

また盆地内に実施された物理探査結果を解析するについ

ても五指針を与えたものと思われる.(撃者は石減課)�
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新潟平野中部における

地震探査～角田一白根地域～

に榊_

眉和尚靖葦

1.目的

酉･中蒲原平野中部(鎧潟周辺)の角田｡白根間の側

線について断面図を作成し深部地質構造を把握して

構造性天然ガス鉱床探鉱の促進を図ることに主目的があ

る.北蒲原平野南部より西蒲原平野および中蒲原平野

西部にかけての一帯は過去の地震探査において反射記

録がはなはだ不良な地域であった.しかし最近になっ

て東新潟南阿賀紫雲寺等の諸地区で2000～3000m

の深度において稼行ガス層｡油層を発見し平野部にお

ける深層探鉱の重要性が増してきた.

地質調査所は当地域の探鉱カミ著しく遅れていたこと

にかんがみすでに昭和36年度中之口側線昭和38年度

加納側線の両地震探査を試み三条以北において始めて

長渕線の横断観測を行なった.この時は表層の低速

度風化層の妨害をさけるため約600mの下型オフセッ

トにより測定を行ない一応の成果を収めた.しかし

この方法によってもたかだか1000～2000m程度の深度

すなわち西蒲原地区においては中越層灘最上部の構造

に関する情報を得るのカミ精一杯であった.このような

状況にかんカミみ石油資源開発K.K.物理探鉱部では

この地域の深部探査技術の研究を行なってきたが一応

のメ･ドを得ていたので昭和40年度の当所の計画におい

てミ深部地震探査ミという名のもとにその技術を採用し

さらに発展させつつ未詳の平原下深部構造を探査しよう

と企図したものである.

2.側線

本調査の側線は12ABの4側線よりなる.

1側線は白根市東方北谷内部落より!柴万五之上升潟

西川町をへて四郷屋海岸に至る線で先年新潟県の実施

した古津～赤塚側線にほぼ平行し一部では石油資源開

発K.K.の実施した白根周辺の地震探査測線に合致する.

2側線は竹野町巻町うるし山針曾根を通る線で

鎧潟を挾んで1側線に平行している.A側線は12両

側線に対するタイ･ラインであり同時に南部は中之口

SK1(T.D.3500.00m)および同SK2(T.D.4206.50m)

の両坑井掘さく跡付近を通過し地震探査結果の解析に

資するよう配慮した吉B側線は鎧潟西部より米納津に

至る南北線で西蒲原平野において地質構造上最深部と

思われる部分に当る.

3.調査方法

本調査には3系列の作業班を投入し昭和40年6月16

目から同12月2ユ目の間にわたり延224目を賞した.

使用した探鉱機はTI･8000PT-100+PMR20M･4+

PMに20の3組でいずれも磁気録音装置付24成分地震

探鉱機である｡測定は当初より600%cOve･ageの共通

反射点水平重合法によるこ二ととしたカミ道路状況などに

より400～500%となった所もある.

艦一展開方式は受鯨間隔50m爆鯨間

隔300mであり爆破孔数36孔/点

_.護1'爆破深度…消費爆薬量･…/点を

､鮒基準とした.

数…､養.第1側線およびA側線北半(SP86

｡弼距以北)は振り分け展開によったが進

汀曲灘一行性雑音に妨げられてS/Nが向上せず

事深部反射の捕提が困難であった.そ

こでA側線より東方480mに平行した

国.側線を設けて各種テストを行ない検討

した結果測定方法を振り分け展開か

ら隔井展開(inlineof{set,400～850

軸)に変更した.すなわちA側線南

部2側線B側線は多孔爆破群

設置および隔井展開による共通反射点

水平重合法を行なったこ半になる.

なお隔井展開では震央距離の大きな

地震探査測練位置図�
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受振点カξ多いため動補正における速度仮定が重要にな

るため上記補助側線におけるテストに際してマeICCity

p工｡filingを実施した.その結果V(2)=1620+0.4Zを

得たが動補正のみを行なった記録断面図を作成し亡速

度仮定の適否を検討して結果蒲原GS-1の音波検層よ

り得られたV(Z)=1690+0.47Zの方が良く適合するこ

とが判った.現場で録音された磁気テｰプはSeiSmiC

datadrocessingsystemMS･台2により補正および重合

処理を施し結果を波形･濃淡の重合表示で記録断面と

した.

4.調査結果の概要

1側線では中之口川以東で地層は比較的急な西傾斜と

なり以西は五之上部落付近(SP19)までゆるやかな

酉傾斜であるカミ中之口川西側にややテラス状の構造が

認められる.この構造は2側線における中之口村針曾
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根～河間付近のテラス状のゆるい酉傾斜の構造に連なる

ものかも知れない.さらに1側線と新川の交点(ホウ

ボウ付近SP26)に背斜カ茎みられるカミその東翼はゆる

く酉翼はやや急傾斜となっている.升潟付近より酉は

深部の記録が不鮮明であるが浅部は東傾斜がみられ

この付近を西蒲原地区の主向斜軸が通ると思われる.

2側線の記録では全体としてゆるい向斜構造がみら

れその軸は巻町東方約2k皿付近(SP!王0)にある.

東端付近で2壷700鰍S町王Oで遂里300脳の一連の反射鮮は

凝灰岩1康塊岩のごを曹地層と思われ申之Q警肌該は

おいて3､蛾醐以下に現出する宥油層上部の凝灰岩層

ほこれに相娑すると思われる､羽壁閏股一五保内S鼠一

1の地質およヴ磁気箆カの異常から判断しζの反射

灘が由来している地層は東紀急速に清くなると思われ

かつ時代的虹も寺油層より新期のものを含んでくるもの

と推測される由またこの側線の西端近くに齢るSP鵬

(巻町北部)以西は反射記録淋不良になると同時に東紀

急傾斜をしているようであってこの付近を病贈1弥彦

山塊と平野主部坐を限る断層帯が通過していると推定慧

れる､南北方肉をあるA3雨側線の記録ではいず

れも北傾斜を示している毒花植A側線の南部(長所付

近以南)の浜忠層下部の層準ではほとんど平たんとなり

以北に陶いテラス状にやや傾斜を増している珪

のものとはいいがたいがともかく大きな指針を与えた

ことは事実である.

調査の結果ミ佐渡山系列ミといわれた構造は明確で

なくわずかに升潟付近に背斜らしき精査を要する構造

力溌見された.鎧潟西部にみられる顕著な残留重力異

常も深部に至るまで向斜構造の中心であることが判明

しまたこの向斜は少なくとも米納津以北においては

内野海岸に向って単調に沈降するらしきことが明かにな

ψ花､結局当地域は若干のテラスあるいはゆるい背斜

構澄らし書ものを含んではい肋婁大勢坐して大き校一

つの向斜構造をなしているもの&考克ること沸きる由

本調査の実施には宥滴資源開発KK一物理探鉱部の

鍔カ紀負う所が多く蜜た結果の解析に当った梅戸夜明

膚弗吉徳の爾沃を始め多数の同社関係者各位の協力の花

蜜ものでありてごご紀感謝の意を表する由

5･.裏金鎗

本調査では深離膚報を得るため努力した結果隔井

蒲原男聯の地簾擁遼に榊･た磁気録音幾置付24成分地震探鉱機(ジｰ

プ内榊こ設置)

幾磯綿離隷舞楽緯療薬隷雑隷離緯熟練楽隷幾隷練楽幾隷隷隷幾緑離燦幾楽緑繰楽離雅楽蛾線線幾雛隷*議離楽
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*一畿

糞鍛渡海峡耽都に削楯業

*療

萎海上飽震擦蟹嚢

*一幾
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扮綴顕鶴溝竜串藻｣繭輔聖弊漉翻爽

1.目納

新潟平野紀隣接する陸棚海城の炭化年素鉱床鵜鉱の基

礎調査でありて新編堆積盆地中部碍串紀潟ける海底下

地質構造の性格を細ること紀主目的がある､

2.測織

地震探査測線舛佐渡海峡北口に設けられ東南端の

s灯は新潟市関屋海津紳合的簑｡弧搬西北端のs円00

は佐渡水津町東方沖合約狐剛こ位置し端点聞直距離

は約3⑰｡駄鰯になる､

佐渡海峡の最深部はその北口において著しく佐渡側

紀偏在し佐渡の婚崎と角開山を結ぶ線より以北粟島

紀墾る閥の本土側陸棚は広く沖合に張出し20c湖水深

線は30～5狐脳の沖合に漣している由本調査の渕線は

この張出した陸棚の南部に位置し水深はSP亙で27.2

欄S㍑Oで!0遂､細SP王00で11ユ.肋と松っており

以衝の海底は急に勾配を増して深所に落ちこんでいる｡

竈､鰯奮方法

地驚探査反射法は膚滴資源開発K.K｡の請負作業とし

囎秘O年鱈月は実施した､側線睡長31.58銚獺爆破

点数鵬庶(テスト雲､煮を含む)消費爆薬量笈,o脆占3�



kgであった.使用したのはS･I･且製磁気録1

慧雌蕊㌘;G㌘ト鴛り16二一

列接続のグノレｰプからなっている,1

測定方法は全て振分け展開による､漢たSP

51～62の閥は共通反射点水平重合法を試験的に集錨

施した百一辻1

･コ

現場で記録窓れ花磁気テｰプはsλ私製

義?鶉｡一党_

へ

ぎM門

紡鵡竈一一一･｣

概〕

鱗灘

薫祭娑む

線のみで交差測線がなくまた沖合で掘さく坑井

を全く欠くところから地質的解釈に資するよう本側

線沿いに(県庁～姫崎灯台)空中磁気探査も行なった.

4.調査結果の概要

0.3秒位の反射波に着目するとSP-13付近を頂部と

する背斜状構造が推定され東翼はSP-8位酉翼はSP

23～24の向斜構造に続き両翼共2｡内外のゆるい傾斜

を示す.深部は概して反射記録の質が悪く判然とし

ないカミ先年石油資源開発KK.が行なった海上地震探

査で発見したきわめて頃るい両翼の傾斜を有する背斜が

SP9～10付近にあり(2～2.3秒付近に見られる)お

そらく両背斜構造は同一のものであろうと推測される,

ちなみに後者の軸はゆるく南上りで下五十嵐浜部落に

向っている.

SP32～34は反射波がほとんど見られず断層帯林通

過しそいる可能性があ為咀陸上で角田1弥彦山塊と蒲

原平野主部との闇を限ると推定される断層帯は地震探

査および坑井地質に基づき分水～加納～巻～四郷屋と

トレｰスされるがその蕪長は諸種のデｰ夢より判嫌し

上記の予想騎層帯に一敏せずむしろ般25前後の位鴛一

海上地

7義/

7τ…独1

婁蓋

ミ

＼㌧

㌧､群㌧へ

＼汽〆蔽

∵新㌧

震探査測線位置図

を通過するものと思われる.

SP37前後を頂部とする背斜構造は規模が大きい.

深度1,000m内外を境とし深部は浅部の傾斜よりきつ

くSP42遂3で連続して出ている1.1秒の酉傾斜の強い反

射波がSP41以東消滅しているかに見え不整合の存

在を示すごとくにも受けとれる.深度2,000m以深は

強い反射の1ineupがみられるが傾斜は乱れており

ノｰマルな堆積岩の成層構造ではなさそうに思われる.

SP44～74の間の深度800m位までの地層はゆるく西

に傾斜している.しかL深部ではSP67付近に背斜

構造が推定され桟･深部の間で構造･層序の関係は単

純でないかも知れぬ.

SP84を頂部とする明らかな背斜構造がある｡この

付近の海底は若干浅くなっているがこれは陸棚縁に平

行する北東～南西方向の高凄りで通称馬ノ背といわれ

る海底地形の南部ぽ該当する二記録断面図上互｡O秒以

下は反射の11鵬岬は著しく強くしかも非常に複雑

な録相を示し単純な堆積岩の成層構造とは思われない｡

警昔謹赴鋤

ハイドロシストによる海上の船位測定

受振籍を内蔵したケｰブルの繰リ出し�
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観測船上の渕窟車爆

空中磁気探査沿岸水域の海上地震探査陸地の地質

などの資料を参照しつつ本調査結果を総合的に解釈し

てみると次のこと.く要約される.

①SP13付近の魚沼層灘中にみられるゆるい背斜は

多少位置に問題はあるカミ下五十嵐浜に向う内野沖

の深部(西山～浜忠層々位)にみられる緩傾斜のノ

ｰズ状背斜に対応する可能性が強い.

②SP37の大きな背斜は沖合探鉱上注目すべきもの

であるが従来知られた四郷屋紳構造に直接づつ.く

ものではなくおそらくその西側に並走する(その

間断層と思われる)別構造で'角囲沖の地震探査に

よる推定背斜構造に連なる可能性が大である.

③上記背斜またほSP25付近より東側の層序･層厚は

徽

1点約20kgの火薬を用い水面下2mで爆破

蒲原平野沿海部におけると同様に思われるカミ以西

は恐らく比較的薄い所期(魚沼層灘?)地層の下位

に西山層ないしさらに古期新第三系が直接累重して

いる可能性が強い.約60ガンマに達する磁気の正

異常は上記背斜の余り大きくない深度で厚い火

砕質岩層または火山岩が存在することを暗示してい

る.

馬ノ背に該当する側線西端近くの海底地形のふくら

みは海底下の背斜構造(SP84前後)に対応し

また約40ガンマに達する磁気の正異常は地震探査

の反射記録の質と共にそのコア部に火山岩の潜在す

ることを暗示しているように思わせる.

以上が地震探査の概要であるかこれに呼応し阿賀

'…･

･'.

地震波の.記録

1議醸

講義醸

髪

断面図�
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野川河口～弾崎県庁～姫崎内野～鴻瀬鼻飼田浜

～小木の4側線に沿って佐渡海峡の空中磁気探査(概

査)を行なった.その結果は海峡内に見られる特

徴的な磁気異常が新潟～姫崎線以北で急激に消失す

ることを示しており北蒲原平野沖合の広い陸棚海域

の地震探査に一層大きな関心カミ持たれることを付言し

ておきたい.

本調査実施に当り協力を惜しまれなかった新潟県商

工労働部無線機使用の調整をしていただいた帝国石油

KK新潟鉱業所作業実施･解析を担当された石油資源

開発KK小熊盛大谷関則塩津益次郎の3氏を始め

関係者各位に深謝するものである.(蕪者は石州課･物理探蛮部)

米*排弗恭弗*弗*****糸挑挑恭**挑挑**恭**恭*弗**栄恭恭恭排恭恭栄恭*恭**恭栄弗扶

δ･･o細･…o細･…o今｡･…o細･…o台｡･…o今｡･…o細･…o今｡･…o細･…o告｡･…o細･･;

晋書

曾曾

言蜜帯磁気擬査言

書書

享坤､..｡今｡､..｡告｡_｡今｡山.伸….｡細､..｡今｡_｡今｡､.｡舎｡_｡告｡､..｡告｡乃

陶山淳治

39年度に引き続き新発田市茗荷谷一羽越本線加治駅

一加治川分水河口を結ぶ線より加茂市～西蒲原郡巻町

を結ぶ線にいたる区域に対し空中磁気探査を行なった.

今回は前回同様側線方向をN6ぴW側線間隔1km

として計46本の側線を設け側線茸1静10無25および

幹42をべ一ス･ラインとして区域を3つのセクタ.一に分

け各セクタｰごとにコントロｰノレ･ラインおよびタイ･

ライン(又はクロス･ラインともいう)を設けた.コ

ントロｰル･ライ1■は原則として10km間隔にタイ･

ラインは5km間隔にとりいずれも側線方向に直交する

ように配置した.べ一ス｡ラインおよびコントロｰル

･ラインは往復測定としたほかそれぞれに平行し1km

の間隔を保った副コントロｰル･ラインも設けマグネ

テイク｡コントロｰルに対する誤差の混入を最少におさ

えるよう配慮した.

測定高度は1ヨ500フィｰトとした.この選択は亙っ

PC･6型機で時速180㎞でバｰドを曳航し測定が行な

われる

商産1,500フィｰトを保ちながら飛行する

には区域内に新津丘陵が含まれることによるが他の理

由としては前回の結果を検討したところ1,000フィ

ｰトと1,500フィｰトとの間には地下構造に対する分解

能の差がほとんどみられず地上よりの諸種の雑音を避

ける意味では高度の高い方が有利である点より判断した

ものである.

次に側線ぽ沿って飛行しながら得た記録に対する地

球磁界の時閥的変化による誤差をチェックするため新

発闇市中ノ橋にy4938Gルビジウム磁力計を置き

期間中の地球磁界の賞変化短周期変化の測定を行なっ

た.本磁力喬十は土O.01カンプの感度を有しておりO.

1ガンマ程度の地球磁界の変化を精度よく記録すること

ができるので空中および地上の両記録を対照すること

によって空中磁気図の地球磁界の時聞的変化1びる歪

みを補正すると共に混入する誤差の欠きさを一ぎんみす

ること淋できる自､､襲た｡側線を飛行中k地球磁界が時

聞的変化しそのため磁気記録断面牢昇掛はの磁気異常

が入りごむこ一とを避ける淀め籔ソト一一ルづインの

長さおよび蘭隔を!0～鳩坤ぽ止めるよう配慮すると共

に'飛行埣度を蝉加拳せる必棄淋ある昔そ?ため今

回はピラタス1ボｰダｰ1道α擾型単踏機を使用し測

定時I･対空速度紅蝸破曲時≡出して測定を帝なりた吉

航空機の位置を標定ヂ為稔めの対地撮影は,補則当して

機体内部1ど蕎蔓'渥}した磁気測定器機薮由�



一12一

150mごとに行ない最終標定は500mごとに行なった.

その結果得られた空中磁気図であり亀田町北方西野

付近を中心とする大規模な磁気異常新津丘陵付近の磁

気異常のほか小規模なものは豊栄町内島見付近･五泉

市およびこの東方論瀬付近新津市東方六郷付近鎧潟

東北横戸ノ渡月潟村下曲通付近にみられる.また阿

llll.唖…

'.』一'“』一』lj1一心〃1

賀野川以西は全体的に磁気的にプラトｰ型の異常を呈し

ている.この区域の空中磁気図に対しては4王年度にお

いてさらに高々度の測定を行ない.2レベノレについて

の磁気分布を求めることによって地下構造を解析する

予定である.(筆者は物理探査部技術開発課長)

.'I''■

`1!'i､

山,･蒜

壬1

�

茉峯韓1轟韓1焦皐享

'州…

ミも吻}冴戟

辿

#22R17-6'占__

一1

一･.磁気

断痂図

#92R17-6一一.｣與土｣'一

以0ζいB0･｡肚㍉

地球磁界は同々刻々褒化しており年褒{ヒ目変化のほか静穏圓にもこのよ

うな短周期の変化が存在する.(R一昨3#1065･10･9のマｰクは第王0側線

〔記録番号R15-3〕を航測測定し狂時刻を示したもの)

渓繋岬ソ圏ン繊カ謝地上熔捌する地識磁界⑳鐘化壷渕憲レ(感魔

塙

＼絃

○狐妨吹)蜜印磁気擦麓の績剃謝し緒聞駒密化⑳繍蘂愛す篭灘艦堺雛蜜嘩繊録鰯

一､'､'崎出典蜴執帖碑転紳軸辞軸静軸蜻噴戚蹄邊間融蝉転輯耗掛幅蝉喝坤哨壷蹄融南蝿紳転鋼鞄碑軸斜軸紳摘出殉蝿楠扇脚輻謂蛙碑軸舘鞠諫喝鉾喝諫拘誰軸邊蹄軸輯姑碑油舗髄坤喝銅唱曲紳軸商融辞臨錦転蝉も鉾掩銅雫胡榊困鞘蝿開融碑臨銅転詳掩摺噛φ哨鋪触蝉掩紳脇妙w晦

里芋.___･…一一一一亀

ジ岬か採簑彙㍍鵬蹴対す働法｡外圏.例を1

�

)1〕諜際料鉱物勢く掲げて鉱種ごおに説明しておりその鉱種も金属1非金蔓

蜜

1こ｡.を利付鳶簑め.警選簑学の篶歩的放蹴必要と属㌶掌鯛瓢㌫源の調査ぽ赴くもの海外で地下1

1し施餓術鰍の鰯伽紬は瀞億脇翻繊開発鱗州脈とってと/燃愈猷い克る1

1碗一棚脚に順化帯が貧弱であ紬齢鵬鰯ご汰鮒て繍鮪鉱物の一麟は糾痢1

)する鉱肩鉱物は縁おん星初錐の硫化鉱物で勤る由淀を史織秘取り入れ島れてありよくで慧ている.{

1ば採鮒墨纐鱗醐鯛醐眺は榊潮織1

1鉱臓榊織方鉛鉱鰯鉱脈て/哨｡した選鉱便覧冨囲壁二著1

'1がって多くの麟鶴で鈍れ確鉱触はみ嫡似の方勘1鮎版鵬定禰･,80･旧冬

�

}採用害れているおいって遇肴で拙＼他の鉱穂虹ついても嗣発行餓共立向版練武会社{

､(

5様で齢叡しかし外園の鉱床では鉱石鉱物として酸化物菓京都文京区小賞向4丁目6番19号{

}炭酸塩恋ども多くし湖篶てその選鉱方湊も多様な方法秘独1(螂)簑§王1(代)ξ

五､､ハ“､開｡弾も桝､ダも《碑､､､一塙螂蹄､荊｡｡も弾､～状､M国M｡肘映～w曲～へ岬耗～帥蟹開出}も岬掩～帖洲剖開国締粘典､ヴ串声､｡､一､｡､､｡､｡｡へ^､､､､｡､,､､｡.～､､^一､一､､､,､岬5�
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1新潟県西山および中央油帯1

1新第三紀層の鉱物組成1
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鈴木実･吉村尚久

1.堆薇岩の鉱物組成から何がわ.かるか

堆積岩中の鉱物はその生いたちから自生鉱物と外

生鉱物に分けられる.自生鉱物は堆積の過程あるい

はその後の藻境条件の変化によって堆積物(岩)中に

新しく生じたものである.外生鉱物は別の場所で生じ

たものが砕屑物として運びこまれたもので堆積した後

も変化していないものである..したがって自生鉱物

を調べることによって堆積環境やその後堆積物のおか

れた物理化学的条件を知る手がかりとすることカミできる.

また外生鉱物から堆積物の供給源後背地の状態古

地理などを知る資料が得られる.凝灰岩では広く拡

がった一枚の地層で鉱物組成が比較的均質でありかつ

噴出ごとにその性質が限定されるので対比に用いるの

に好都合である.また火山活動の状態や歴史を知る

鍵となる.火山ガラスの多いことはガラスが変化し

やすいので自生鉱物を調べるのに都合がよい.

鉱物を比重の違いで分け比重が2.9より重いものを

重鉱物軽い幸のを軽鉱物とよぶか外生鉱物では重鉱

皿先代田層

口魚沼層固ノ

鰯五在

鰹寺泊層

鰯七谷層

鰯新生代安山

/背斜

1向斜

口断層

.砂油円･ガス

一

＼

一

一

物の方カミ特徴がでやすいので普通よく行なわれるのは重

鉱物分析である.ここでは紙面も少ないので自生鉱

物軽鉱物については省略し重鉱物分析の結果につい

てのみ述べることにする.

2.試料の採鎮および処理

出雲崎から寺泊にかけての海岸(出雲崎地域)で寺

泊層から西山層にわたって砂岩33試料凝灰岩25試料

を採集した(第1.2図参照).また出雲崎から中永に

ぬけるノレｰト(中永ルｰト)で背斜の東翼つまり中永

トンネノレの東側に露出する椎谷層から灰爪層にかけて

砂岩17試料凝灰岩12試料を採集した.これらの試料

を注意深く粉砕し脱鉄洗浄したのち60～115メッ

シュの粒度のものを重液(ツｰレ液)に入れ沈下した

ものを採集して重鉱物試料を得た.これをスライドグ

ラスにカナダバノレサムで封じ込み検鏡した.各試料に

つき200個の鉱物粒を観察し重鉱物組成を得た.
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3.結果および考察

得られた結果は図に示すとおりである.

(1).凝灰岩の童鉱物組成

【出雲崎地域】寺泊層は黒雲母一角閃石で

特徴づけられる.椎谷層は紫蘇輝石一角閃石一普通輝

石で特徴づけられる最下部角閃石一黒雲母一紫蘇輝石

で特徴づけられる下部ないし中部黒雲母によって特徴

づけられる上部の3つに分けられる.稚各層では全体

に不透明鉱物が多い.浜風層は黒雲母によって特徴づ

けられているが輝石角閃石をかなり含む凝灰岩が二

層ある.

【中永ルロ.ト】稚各層の下部は紫蘇輝石一

角閃石一普通輝石で特徴づけられ上部は角閃石で特徴

づけられている.候忠層は角閃石一黒雲母一紫蘇輝石

で特徴づけられ上部では普通輝石が多くなる.西山

層は紫蘇輝石一角閃石で特徴づけられる.

【両地域の比較】一般に中永ノレｰトでは

輝石角閃石が多く黒雲母は少ない.構成物からみ

ると出雲崎地域よりも塩基性である.連続が確認され

ている鍵層としての凝灰岩を比較するとNT-09とCT02

では酸化角閃石および角閃石の多いことは共通してい`

るが中永ルｰトでは紫蘇輝石が著しく多く含まれてい

る.NT･12とCT-05では角閃石の非常に多いことで

共通している.NT-19とCT-07では前者に黒雲母が著

しく多いのに対して後者ではチタン鉱物を多量に含む

変質火山岩の石基様物質が多い.そのほかにも緑れ

ん石緑泥石などをかなり含んでいる.したがって

CT-07は砂層源のものが多いためNT-19との対応が悪

いと思われる.NT20とCT08は黒雲母が多くよく

対応しているが中永ルｰトのものに紫蘇輝石角閃石

が多い.NT･21とdT･09は普通輝石一紫蘇輝石の多い

ことでよく一致している.

以上のことから明らかなように連続のだしカニめられ

ている凝灰岩では重鉱物でも対応がよく表われている.

中永ノレｰトのものに紫蘇輝石などの多いことは砕屑物

としての流入あるいは凝灰岩の再堆積による混入による

ものと思われるがそれだけでなく火山の噴出中心の

位垣や性格おも反映しているものと考えられる.

0016①O洲OO島60舳O何7㎜舳血06011001260舳O19個2個O舳02価0舳0伽Oヨ価60舳榊刷㈹鴫舳榊'τ6“86053
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(2).砂岩の藍鉱物組成

脳雲輸地域〕寺泊層では不透明鉱物が著しく

多く.最上部ではそのほかに黒雲母偉閃石を含んで

いる.稚各層では角閃石が普遍的に含まれ黒雲母

と紫蘇輝石をともなう､緑泥石緑れん石ざくろ石

壁閃石が量は少ないが入ってくる.これらは後背地に

変成岩類および変質火成岩類が露出していたことを示し

ている.

浜忠層では黒雲母角閃石紫蘇輝石普通輝石が含

まれ上部になると緑れん石緑泥石が多くなる.

多分変質火山岩グリン･タフからもたらされたもの

であろう.

【中永ルｰト】椎谷層では紫蘇輝石普通輝石

負閃石が普遍的で緑れん石がかなり含まれる.浜忠

層から灰爪層にかけては角閃石が多

くなりそのほかに普通輝石紫蘇輝

石黒雲母が含まれる.緑れん石は

いぜん普遍的である.

【両地域の比較〕中永ノレｰトの方が全般に出雲

瞭地域に比べて紫蘇輝石が多い.これは凝灰岩の場合

と同じ傾向である.長岡付近に分布する安山岩類から

供給されたものかもしれない.

また中永ノレｰトの方が緑れん石緑泥石が多く変質

火山岩からなる供給地に近いものとみられる.したが

ってこれらの供給地としては上越地域の山地が考えら

れる.

【その他】藍閃石のみられることは再堆

積の可能性もあるが後背地に藍閃変成岩が露出してい

たことを示している.火山噴出による鉱物が砕屑岩に

入るのは凝灰岩の堆積にひきっづくのでほなく多少

おくれていることが全般的傾向として認められる.

(筆者は新潟大学)

重鉱物の顕微鏡写真

①普通商閃石(6066)

②酸化負閃石(6012)

③藍閃石(6069)

④上緑れん石下.普揮輝石(6058)

⑤紫蘇輝肩(6050)

⑥普通輝石右は磁鉄鉱(6078)

⑦黒雲母(6025)

〔注〕③と④は砂岩他は凝灰岩中の

もの数字は分布図を参照のこ

と

星野P男

ここでいうフラクチエアｰとは断層とか節理とか

地層中にあるいろいろな規模の剥離形態の総称である比

ミ断層構造ミとかミ節理系･というように今まで地質

構造の一形態をあらわすものとして地質調査報告書の

末尾の一章を飾るにすぎなかったカミ岩石物理学の進歩

とともに地層変形の過程地殻中の応力(方向･大き

さ)変化を数量的に追求する最も有力な武器として重要

な意義をもってきた.構造性ガス調査研究の一環とし

て新潟地域で行なっている研究の概要を紹介しよう.

解析の原理

地質構造の研究とはつきつめていえぱある時代に

地層中に生じた麻カとその結果作られた地層変形の因果

関係を求めることである.それは幾億とも知れぬ宇宙

の恒星･惑星が.一見複雑な運動をしているようでも

要は単純なニュｰトンの万有引力の法則に帰納されあ

る時点でのそれぞれの質量と速度を知ればその後の運

動はすべて予測できるのにたとえることができる.

応力の歴史を求めることは変形形態すなわち地質構

造形態さへ正しく把握できれぱむずかしいことではな

い.しかし実際地質にたずさわった人なら誰でも知

っているようにそれは不可能といってよい.地表を

なめるように調査しても試錐｡物探あらゆる機械的調

査法を駆使してもunknownあるいは不確実のところ�
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一義的に決めることが

できる.b)の場合

θSにある仮定をおき変

位の方向カミわかれば

びエ物的を一義的に

決めることカミできる.

C)では的は決まる

がぴユ物は決まらない.

2.フラクチェアｰが

†搬谷馴尼岩(触度10■一/･但･〕生成されたときの絶対

O一｡lrll.rll｡ゴr九｡｡｡■

封圧的な応力の大きさ一い

第2図封圧対破壊強度関係図(細線は米国の例)わゆる破壊強度は直接

には実験から求められる.第2図に封圧の変化にた

いして破壊強度雅とのように変わるかを椎谷泥岩お

が残されそこは研究者の地質経験による予想によって

埋めざるを得ないこと紀なるのである.

今(1)なんらかのKeyがあってある時点の応力分

布を知ること然で書たら(2)そして応力と地質構造要

素との関係淋わかっていたらこの穴を埋めるのも容易

であるしある小節麗の調査で広い地域の構造を組立

てること淋できるだろう.フラクチェアｰによる構造

解析とは赤カとフラクチュテｰとの間の次のような関

係をKey§ぼして地層申の応力変化をフラクチ狐

アｰ溌生成慈れたときの応力を足がかりに追跡してゆ

く方法である.そあ関係おは

1.主応力内,σ2,的(の>的>的,圧縮店カを正を

する)に対して(第1図)

a)Extensionfractures'はr1,σ2を含む面内に的

に直角にできる

h)ShearFracturesは｡'1に対してθ凸の角度をもっ

てぴ2に平行にr1r3を含む面に直交してできる

｡)ShearFracturesが｡onjugatesetを存している

ときは的はsetの鋭角2θ$の2等分線の方向にあ

り｡'2は両FraCtureSの交線方向にび3はr1坊

に直交している.

2θsはせんだん面淘といわれて岩石の種類応カガミ

加えられたときの地層の封圧温度間隙圧などで

決定される.C)の場合にはぴ1,σ2,r3の方向は

�1I1��桝〆�｡心｡紗膝�

一嚇11;O封1｡,00庄50�割奏･1製1黒1f��“一γ㌔■�一一■一“･一DuCTlLE相'�'●㌔

��■■一㈲���

���'↑RANSmON^L梱��

���

��一�一一｣一国�一一一■■'一ヰ�

�II13〕1I����

�.I11ω一��BRT-LE栢��

��一一�r,1一一ウ��

��囚�EXTENS10N相��

���135_歪'進イ1度第3図.CmwnPoht石灰岩で封圧の変化に��

よび米国の実験例で示す.その他にフラクチユｰ

ア形態から実験的に床カ値をきめる方法が開発されつ

つある.策3図のようにExtensionからShear

F閉turesへの変化が封圧温度などの地層内物

理的条件できまることがわかっている.

(本項については次の文献を参考にされたい)

参考文献

星野一男:岩病変形の基礎理論と地質構造要素地質学雑誌

(工螂)66巻3号

星野一男:鐙遊のアメリカ構造地質学界(I)(]I)地質ニュ

ｰ刺35号136号

墳蒐俊弘:厳層をわれ目を測る地質ニュｰス133号

亘搬繊簸他笈那嚢rimenta1deformationofsedimen.

童纂貧yrocksunderconfiningpressure;

丁鑓tatroomte皿perature,athightem･

perature,andporepressuretests,一

�敦����整��畭���楳瑳�

����������

出雲崎一雲出断面

･瑠和40年度は最近downblock構造のガス井とし

て注目を浴びている雲出･藤川ガス田を通る中央油

帯断面をとり上げた.

中永峠付近は最近新しい道路か作られ道路際にほ

ぼ完全な連続露頭をみることカミできる.この地帯の構

造は第4図に示すように北北東一南南酉に走る背斜

第3図CmwnPo耐石灰岩で封圧の変化に

日/

本ノ

海派

店して缶actuτe9の形態カ葦変って行

く様子を模式約に示す

固魚沼層

血皿和南津層

魎灰爪層

山西山層

譲翁億

国火山岩類

㎞

第4図調査ルｰ

トと断面図�
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構造をなす.背斜軸は北に約10｡おちている.背斜

軸は中永トンネノレのやや東側を通りそこでは権谷層カ茎

露出する.背斜軸から500～1000m離れた西山層中で

は70～50｡の急傾斜で軸面はやや東に傾いている.背

斜軸付近はむしろ水平に近い緩傾斜でここの稚谷互

層は層間摺曲が多く複雑であるが鍵層を追跡して行く

と非常に緩やかな背斜構造である.中央油常山地が

雲出一藤川で平原下に没するところにやは少北北東一

南南西方向に大きな逆断層カ主想定されていて逆断層の

西側には軸面が西に煩く背斜軸が通っている.

地表の調査方法は露頭を追いほとんど連続的に

小断層･節理をスケッチして行なった.調査の結果

予期していたよりも明瞭に地層ごとのfracturepattem

の相違が認められ興味ある結果カミ得られた.

その概要をのべると

1.椎谷寺泊層中に特徴的なのは(勧)走向N30-40.

W傾斜約70“Eの正断層(b)背斜軸と直交する

正断層(第5図第7図A)

2.灰爪･西山層中に特徴的なのは走向が背斜軸と平

行で東傾斜の逆断層である.傾斜角は背斜面翼で

70｡東で40L50､ある.

3.魚沼層中には背斜軸に平行および直交する節理が顕

著である.前者がより優勢で一部小断層化している.

以上の結果をもとに応力吏を整理してみると

1.寺泊･椎谷後にやや西方に偏った鉛直方向の上昇力

第5図搬谷･寺泊

特徴的なh

…多妻

/勿

紀

ゾ､/勿多/

があった.これは基盤内に起源を有するものと思

われその際基盤断裂系の反映で1(乱)のN30

-40.W方向の正断層が作られた.

2･西山･灰爪後に東側下方から横圧が働いた.

3.魚沼以後に再び西方下方から鉛直方向の上昇カが

働いた.

この結論は層序資料構造断面図と対応しても大き

な矛盾はない.中央油帯背斜は全体として酉に傾い

ているが雲出1藤川付近のみ東に傾いている.この

局部的東傾斜は西山･灰爪後の東側下方よりの横圧に関

係するものと思われる.

あとがき

応力の大きさについては今年度中に椎谷層泥岩につ

いての高圧実験を行なう予定である｡結果の一部を第

38図に示す､

今回の調査の成果と問題点としては地層毎のfrac･

turepa竹emカ湖らかになったことと基盤構造を知る

手掛かりが得られたことがあげられる.

フラクチェアｰによる構造解析ほこのように油･

ガス困構造の解明に直接的資料を提供する一方地層圧

力の変遷や圧力の大きさを指示し得るものとして石油

･ガスの地層内移動集積の問題深部開発に伴う深部試

錐掘進効率(深部岩圧･水圧の問題)などに関連して

燃料鉱床開発に大きな意義を持っている.(牽制蛎油課)
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第7図(B)
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第7図

小断層の例

(A)申永トンネル東入口

における横谷層中

の正断層灘(背斜軸

に直交するもの

(B)中永1峠の東約1K㎜

における茜{層中の

逆断層

第魯図

椎谷層泥岩(蒲原G

S-12,700m)の

高圧実験の結果左

から封圧01.000
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